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1. インターネットにおける国際通信

インターネットの国際接続を論ずる前に、インターネットの特徴を電話と比較

すると下記のようになる。

(1) 接続相手がコンピュータである

・リアルタイム通信でないことから、時差の問題もなく、また、相手をい

つでも捕まえることができる

・英会話が苦手な人でも文字や図形による情報交換を楽しめる

(2) 米国から発信される情報が多い

・米国への情報集中化が進んでいて、日系企業でも米国から情報発信して

いることがよくある

(3) 国際／国内通信の料金区別がなく、自由にアクセスできる

・ボーダレス化の先頭を走っているサービスである

以上の特徴から、電話と比較して、インターネットでは「国際通信」の重要性

が高く、わが国のNSP（Network Service Provider）では国際通信回線を購入するた

めに国内通信回線以上の費用を支出している場合がある。国内電話の売上が国際

電話の売上の15倍程度の規模に上ることを考えると、通信業界に「ボーダレス化」

が進行していることは自明であり、通信キャリアのグローバル戦術の背景にもな

っている。

2. 国際接続しているNSP

米国では、インターネット事業者の中でバックボーンを保有している事業者を

NSPと呼び、NSPのバックボーンを利用してサービスを提供している再販事業者を

ISP（Internet Service Provider）と区別する場合がある。わが国では、国際リンクを

自前で運用しているか否かにより、郵政省の事業者区分が異なることもあり、NSP

は競って国際回線を購入する傾向も見られる。

1996年の1年間、Internet 1996 World Exposition（IWE'96）が開催され、1996年1

月に日米間の45Mbpsのリンクが初めて設定された。その当時、NSPは1.5Mbpsの日

米回線を複数所有して事業を展開していたが、複数の回線をバランスよく運用す

ることの難しさや、国際回線には6Mbpsから45Mbpsまでの間に中間速度のサービ

スがないことなどにより、大手NSPは、いっせいに45Mbpsの日米専用回線を購入

し始めた。

新しい光ケーブルTPC-5を敷設し、やっと潤沢な回線を確保して販売を開始した
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インターネットの国際接続
第１章　日本のインターネット、この１年の動き

ばかりの国際通信キャリアにとっては、IWE'96とこれに続く大手NSPの増速は絶妙

なタイミングであったといえよう。

接続対地については、圧倒的に米国への接続が多いが、複数の対米リンクを持

つ場合、従来の西海岸だけでなく、バランスのとれた経路制御を行うため、東海

岸にも接続する方向へ進んでいる。

学術ネットについて言えば、予想を超えるトラフィックの増加に悩まされ、か

つ、年度途中での予算追加は難しいため、専用回線よりも安価な商用ネットの利

用を併用するケースが出始めた。また、衛星回線を用いたアジア展開プロジェク

トAsia Internet Interconnection Initiatives（AI3）が活発なアジア展開を示している。

時限のある実験ネットについては、IWE'96が終了したため、G7諸国の合意に基

づくGIBN（Global Interoperability of Broadband Network）の実験だけが継続してい

る。GIBNも米国内のトランジット問題が解決できないことから、新たな45Mbpsの

衛星回線を調達したため、回線容量が増加したものの、あくまでも閉域ユーザー

での実験に留まっている。

わが国のNSPが保有している国際回線を表1にまとめた。対米回線がすでに電話

のための回線容量を超えたことが注目される。

3. 国際プロジェクト

アジア諸国の協力を得て、インターネット事業を展開する動きが活発化してい

る。これらは中国を代表とする、アジアの将来の発展を見越した活動であり、ア

ジアへの回線容量の増加が顕著となっている。

学術ネットについても、アジアへの回線を共用し合う形で、学術ネット間の協

調が進展する動きが始まった。さらに、全米科学財団（NSF）による国際接続プロ

ジェクトがアジアへの進出を企画していることから、これに応ずるためのコンソ

ーシアムAsia Pacific Advanced Network（APAN）の設立が準備中である。APANに

はわが国のほとんどすべての学術ネットが参加予定となっている。

また、WIDEによる、DNSのRoot Serverの運用が国際的に承認・開始されようと

しており、これはわが国のインターネット関係者の積年の努力が国際的にも高く

評価されたものといえよう。

（小西和憲・KDD研究所主幹研究員）

表1 NSPの保有する国際回線

　　　　対地 
NSP種別 

商用ネット 

学術ネット 

実験ネット 

米  国 
 

506.5  

13.0 

180.0  

 

欧  州 
 

―  

2.5 

―  

 

アジア 
 

22.1 

13.5  

― 
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WIDE

オペレーティングシステム技術と通信技

術を基盤とした新しいコンピュータ環境

の確立を目指すため、1988年に設立され

た研究プロジェクト。日本で最初のイン

ターネットであるWIDEインターネット

の運営母体。http://www.wide.ad.jp/を参

照



http://IWParchives.jp/
mailto:iwp-info@impress.co.jp



